　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修出張様式４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　研修報告書
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	　期　　間　　平成　27年　6月4日　　～　　平成　27年　6月6日

	　出張目的　　第111回日本精神神経学会総会への参加

	　出 張 先　　大阪国際会議場　

	研修要旨　　
精神神経学会総会に出席し、専門医のポイントを取得した。

学会発表、教育講演を幾つか聴講した。
かつての同僚医師や先輩医師と旧交を温めた。
印象に残ったセッションとして3日目のシンポジウム29「日本の精神科医療は良質か？～臨床指標の国際動向をふまえて～」から取り上げる。
これに関しては当初それほど興味を持たなかったが、前夜の千葉理事長と成仁の片山理事長のディスカッションで予備情報が得られたため、興味深く聴講できた。行政、いわゆるお役所主導の研究と、本質的に日本全体の精神医療の質を評価しようとする病院群の意識の違いが、シンポジウムの演者だけでなく、フロアの意見からも浮き彫りにされた。あのような力動を理解するには、学会場を超えた場外の交流が重要であると思われる。
また、同会場で引き続き開催された教育講演で北山修のパフォーマンスはさすがに楽しかった。根っからのポップアーティストであることを再確認したが、その目指すところが個に深く入り込んでいくところが何よりも面白い。
研修医が果敢にも、「精神療法に普遍性はあるのか？」と問うと、北山が色をなして「少なくとも僕の言葉を聴いて心を動かされた聴衆の間では普遍性はあるんだよ！」と熱く語ったところは見ものだった。

加えて北山は「劇」、「台本」、「楽屋」といったメタファーを最近良く使うようであるが、成仁病院時代によく使った「プロレス」、「ブック」とのアナロジーを思いつき、さらに前夜に聞かせていただいた千葉理事長が役人やその他の人々と繰り広げる戦い（こちらはまさしくガチンコであろう）との結びつきを想起し、不敬ながらほくそ笑んでしまった。
つづく村瀬嘉代子の「心理療法の基本と統合的心理療法」の話も、「ふつうのオバサン」を自称する演者が（中井久夫は「異能のひと」と呼んでいる）、流れ流されて「ふつうのコトをやっていきただけ」と謙遜しながら、なかなか大きなテーマをまとめあげていくプロセスが面白いと感じた。はたしてこのアウトカムやいかに？
精神医療をマスでとらえ分析しながら日本全体の精神医療を見通していく前シンポジウムと、全く逆に個に深く入り込む精神療法から普遍性や統合を語る演者達の話を続けて聴講し、へぇ～と思いながらはたと気づいたのは「このプログラムの組み方は意図的なのだろうか？」ということである。もしそうだとすると、この部分に関しては主催者のポイントが少し高まったナと思われる。

私個人的にはどちらも面白いと感じることができる自分に少しホッとした。
大変有意義な研修をさせていただきありがとうございました。


	


